
S P E C I A L  I N T E R V I E W価値観・世界観を空間全体で見せるミュージアム

文化庁は、博物館を歴史や科学博物館をはじめ、美術館、動物園、

水族館などを含む多様な施設と位置づけている。日本では1980年

代の後半から1990年代にかけて博物館が数多く建設され、2008年

に5,775館を記録して以降、その数は緩やかに減少している。しか

し、名だたる建築家によって設計され多くの資金が投入されたミュー

ジアムは地域の貴重な資産であり、リニューアルとメンテナンスを繰

り返すことによって良質な社会資本として維持していくことは、それ

を継承する私たちの責務とも言える。貴重な展示品を保存しながら

多くの人に鑑賞されるという相反する課題に取り組みながら、ミュー

ジアムにおける光環境を追求されてきた東京国立博物館の展示デ

ザイナーである木下史青氏に、ミュージアムの展示空間のあり方と

課題をたずねた。

博物館のルーツは
文明開化の博覧会
─ 美術館と博物館は何が違うのでしょうか。

英語で博物館はMuseumとされ、美術館はArt museumまたはArt 

galleryとされています。すなわち、美術館は美術の博物館だといえ

るでしょう。西洋ではミュージアムとは学問の拠点としての施設と捉

えられています。たとえば大英博物館には、大英帝国が七つの海を

越え、まだ知られていなかった世界を発見し、そこで得たモノを持ち

帰って来た収集品が膨大に蓄積されています。モノを集めることに

対する執念を燃やし、全世界から珍しいモノや動物を集めて来て、

学問として体系づけたのが博物館です。こうして、大英博物館が一

般公開されたのは1759年とされています。

日本では長い鎖国を終えた明治の文明開化によって、すべてが始ま

りました。1872（明治5）年に湯島聖堂大成殿を会場として文部省博

物局による日本初の展覧会が開かれました。ここでは、文化財や剥

製、標本などが展示されたのですが、どちらかというと見世物小屋的

なものだったようです。実はこれが東京国立博物館のルーツです。

この1872年3月10日が東京国立博物館の創立日とされていて、

2022年に創立150周年を迎えようとしています。

東京国立博物館には法隆寺宝物館がありますが、奈良県斑鳩の法

隆寺の宝物がここにある理由は、1868年の明治政府による神仏分

離令が背景にあります。これにより、全国で廃仏毀釈という寺院・仏

像の破壊が始まりました。そこで経済的に困った寺院が宝物を皇室

に献上しました。その後それが東京国立博物館の管理になったとい

う経緯があります。

また、美術品に関しても明治を迎えるまで日本には美術という概念

そのものがなく、「美術」という言葉も明治時代始めにつくられたも

のです。明治政府は、美術を新しい日本に根付かせ美術を担う人材

育成のために東京美術学校を創立し、日本にも世界に誇る彫刻が

あるということで、そこに仏像造りをしていた高村光雲を教授として

招きました。そして、人びとにまだ親しまれていなかった美術を、観て

楽しんでもらうために建設したのが美術館でした。
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＊本誌では略称を用いています。また、一部敬称は略させていただきます。
表紙写真： 福岡市美術館

特 集 : 地域に輝きを加えるミュージアム
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東京国立博物館 平成館
福岡市美術館
北海道立三岸好太郎美術館
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1965年東京生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科 博士後期課程修了 学位取得
（美術）、株式会社ライティング プランナーズ アソシエーツを経て、1998年より専属の
展示デザイナーとして東京国立博物館に勤務。照明、配置、保存など展示に関するプ
ロデュースを主な業務とし、「国宝 平等院展」「国宝 阿修羅展」をはじめとする特別
展・総合文化展の展示デザインを手がける。現在、独立行政法人国立文化財機構 東
京国立博物館 上席研究員（デザイン）東京国立博物館百五十年史編纂室兼務。
2004年、東京国立博物館の本館リニューアルにおいて平常展示のリニューアルデザ
インを担当し、2006年日本デザイン学会年間作品賞、2016年「平等院ミュージアム鳳
翔館」照明改修・北米照明学会照明賞「Award of Merit」、2017年「那覇市立壺屋
焼物博物館」照明改修・北米照明学会照明賞「Award of Merit」を受賞。
著書：『博物館へ行こう』（岩波ジュニア新書）、『東京帝室博物館・復興本館の昼光
照明計画』（東京国立博物館 紀要）、共著に『昭和初期の博物館建築』（東海大学
出版会）。

木下  史青氏

S P E C I A L  I N T E R V I E W価値観・世界観を空間全体で見せるミュージアム

環境造形デザインの視点で
ミュージアム空間を捉える
─ どうして博物館に関わられるようになったのですか。

東京藝術大学三年生の時に専攻した環境造形デザインは、クルマ

や電気製品などの工業製品やイラストレーションのような作品だけを

デザインするのではなく、それを取り巻く空間・環境全体を考えるデザ

インでした。そこでは、都市・建築・庭園・インテリア・家具のデザイン

がヒトとどのような関係性を持っているかという「ヒト・モノ・バ」への視

点を身に付けることが重視され、流行にあわせて膨大な量を造り、消

費し尽くしてきたこれまでのデザインへの反省がありました。

このデザインの考え方と博物館への興味が初めて結びついたのが、

ミュンヘンのグリュプトテーク（古代彫刻陳列館）を訪れた時でした。

展示空間に足を踏み入れた途端に、空間全体から体全体を揺さぶる

ような衝撃を受け、見たこともない「展示空間の質の高さ」を体験しま

した。ギリシャ神殿の彫刻は自然光のもとにあり、時間によって影も

変化します。そこでは、光の秩序を受けながら変化する古代彫刻を展

示していました。素晴らしい作品の価値観や世界観を空間全体で見

せるグリュプトテークに立ち、このような展示デザインを自分でやって

みたいと思ったのです。

総合文化展である平常展を
楽しく見せる展示デザイン
─ 展示デザイナーとはどのような仕事なのでしょうか。

展示室の作品配置や照明、展示ケースのデザインをはじめとして、

展示にまつわる全体をプロデュースしています。かつて、展示のすべ

ては学芸員（キュレーター）の仕事でしたが、キュレーターは収集され

た資料の研究を行うべきということで、モノの魅力をお客様に正しく

伝えるために展示デザイナーが設けられました。さらに展示デザイ

ナーに加え、教育普及を担当するエデュケーションスタッフ、収蔵庫

の管理を行う担当部署が協力して進めています。

よく「美術館にいくといつも混んでいる」という声を聞きますが、それ

は博覧会としての「特別展」が混んでいるからです。僕も2009年まで

は特別展のデザインを手がけていたのですが、当時は1日に1万人、

2万人のお客様をお迎えして、2～3時間並ぶこともありました。特別展

の原点を博覧会と考えれば、混雑してはいるものの、そこでは各地に

足を伸ばさなくても、一カ所でその世界をまとめて見ることができます。

また、海外の博物館やコレクションから一つのテーマで集められた特

別展もあるかもしれません。特別展は、さまざまな世界観や価値観が

まとめて見られる福袋のようなお得な展覧会だとも言えます。

一方、総合文化展（平常展）の来館者は日に千人台ということも珍し

くはありません。そこで、東京国立博物館では平常展をもっと活性化

しようと、2004年に本館日本美術の展示をがらりと変えました。現在、

僕が力を注いでいるのは総合文化展をより楽しく、よく見せるというこ

とです。その延長として、「博物館に初もうで」や「博物館でお花見を」

など、総合的に日本文化を伝える企画も展開しています。

総合文化展は平常展といっても、いつも同じものが展示されている

訳ではありません。たとえば日本では、床の間に季節に合わせた掛け

軸を掛け、それに合わせて屏風を出していました。それが日本美術の

「古くからの楽しみ方」なのだと思います。西洋彫刻のように絶対的

な価値を見せるのでは無く、季節の変化を楽しんでいただく。そういう

意味では、日本の博物館が展示替えをするのは当たり前なのです。

東京国立博物館の総合文化展では、浮世絵版画は2週間ごと、絵画

は4週間ごとに展示替えをしています。絵画、彫刻、染織品、工芸品

などの展示室では、ほぼ毎週どこかで展示替えが行われています。

「展示」と「保存」は
博物館の重要な役割
─ 博物館における展示の課題とは何ですか。

日本では博覧会で珍しく奇妙なモノを展示することから始まった博物館

ですが、展示すればモノは傷んでしまいます。そこで出てきたのが「保

存」という考え方です。博物館にとっては「展示」と「保存」は相反する

重要な課題なのです。正倉院が良い例で、巻子や冊子（正倉院の場

合は仏教の経典など）は1日1万人もの人が見るものではなく、限定さ

れた空間で、プライベートに鑑賞するものでした。そのため、正倉院は

保存（収蔵）に特化されています。しかし、博物館はそうはいきません。

モノは振動、空気汚染、温湿度の変化、虫害、有害な紫外線・赤外線、

強すぎる照明など、さまざまな刺激で傷んでしまいます。博物館・美術

館にはこれを少しでも遅らせようと努力する保存修復研究の専門家、

コンサベーターがいます。「展示」と「保存」を両立していくには、キュ

レーターとデザイナーそして美術作品などの保存・修復担当専門職員

が足並みを揃えていかないと難しいのです。

博物館の展示照明は
照明技術の進化の歴史
─ 「展示」と「保存」を両立するには何が必要でしょうか。

展示物の価値観と世界観を分かりやすく見せるキーとなるのが照明

です。本来、自然光で見るのが一番自然なのですが、紫外線・赤外線や

照度が強く、展示物を保存する視点からは、自然光は選択できません。

そうなると人工の照明になりますが、電気がまだない時代に、太陽光

や月明かりや火を使って見ていた時代のモノを、人工の光で正しさと

美しさを追求するには、照明の技術開発と実用化のスピードに期待

するしかありません。博物館の展示照明の歴史は、照明技術の進歩

と並行していると言ってよいでしょう。

僕が博物館で展示デザイナーとしてやってきたのは大きく二つ。ガラ

スの性能を上げることと、照明器具の眩しさをカットすることです。照

明では、不快グレアを与えないように光源が目に入らない位置に照

明器具を設置し、ルーバで光を制御しました。また、光ファイバーを用

いた照明システムも採用しました。これは光源から光ファイバーを引

いて光を導き、展示ケース内に小さな点光源を設ける照明システム

です。これなら光を絞って展示を照明演出できるだけでなく、ケース

外に光源（熱源にもなる）を設置できるので展示品に熱を与えること

なく、紫外線や赤外線も抑えられるので保存性に優れています。

展示ケース照明では長い間、美術・博物館用蛍光灯(紫外線吸収膜

付)が用いられてきました。しかしこれは赤外線・紫外線カットフィルム

を装着しており、演色性能を高めるために照度は抑えられています。

このため、博物館・美術館では「暗い」という苦情が多いのです。しか

し、明るさ感を高めることはできます。このため、東京国立博物館本

館では間接照明を用いて天井面を明るく見せるなどの工夫もしてい

ます。

次世代照明の
基準を示す試み
─ 博物館展示の鍵となる照明には
　 何が求められていくのでしょうか。

2008～9年に東洋館の耐震改修工事にともなう展示リニューアルを

検討した際、僕が手がけた実施設計の入札仕様書では蛍光灯とハ

ロゲンランプが中心でした。当時のLEDは性能的にまったく使えるも

のではなかったのです。そこから東洋館がリニューアルオープンした

2013年11月までの間、基本設計から実施設計、施工入札までの間

にLEDのコストが急激に下がり、性能も上がってきました。そこで、実

験という意味も含めて東洋館で初めてLEDを採用したのです。

今となっては、気がついたらオフィスも廊下も、私たちの周りのあかり

はLEDになっています。ですから、LEDは違和感のない光になったと

思います。しかし、博物館という場所で光にこだわって見た場合、違

いを感じないでしょうか。音楽がレコードからCDになり、ダウンロード・

データになってしまいましたが、なぜかレコードの良さを感じるように。

LEDは、暗くしても対象が見えすぎてしまいます。実際に、ある美術館

で刀剣の展覧会を開催したところ、国宝や重要文化財の刀剣を並べ

ているのに、すべてが家庭用包丁のように見えてしまいました。違和

感を覚える原因の一つは、点光源の集まりになっているので、その分

だけ眩しくなるためかもしれません。しかし、それだけではないような気

もするのです。また、LEDは波長をさわることができるので、「これまで

見えていなかった青が見えてくる」といった、特性のある光を作り出す

ことが可能です。しかしこれは本物を見せることにはつながりません。

博物館で求められているのは本物をいかに見せるかということです。

僕が委員を務めている照明学会の「美術館・博物館の次世代照明

基準に関する調査委員会」から、近く報告書がまとまります。そこでは

美術館・博物館に求められる照明の要件や性能基準、具体的指針な

どが提示される予定です。これにより、日本の美術館・博物館用にお

ける次世代照明の標準が示されることになると思います。

ミュージアムに行こう
─ お話を伺っていると、博物館に行きたくなりました。

東京国立博物館のあるべき姿は静かな空間です。仕事に疲れて訪

れるとほっとする空間を造っておかなくてはいけないと考えています。

この博物館の凄いところは、ここに来れば日本の歴史を考古遺物や美

術・工芸品、歴史資料などでたどれることです。縄文時代から江戸時

代まで、そして昭和・平成まで、本館と平成館 考古展示室でたどること

ができます。東洋館ではエジプトからシルクロードを経て、中国・東南ア

ジア・朝鮮半島まで、これだけの展示品があるのは、アジアではここだ

けです。特別展が開催されていなくても、総合文化展で本物にふれる

ことができるようにデザインを凝らしています。ぜひ、時間を見つけて

お運びください。

─ ありがとうございました。
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